
可
観
小
説
怨
廿
七

偲州
出
注
を
組
問
叫
す
る
入
、
方
百
刷
出
の
下
陀
、
者
十
の
二
字
主
務
し
候

や
。
共
段
旅
立
候
。
以
上
。

大
地
新
八
郎
殴

て
泣
文
九
年
の
蝦
夷
榔

四
月
八
日

立
文
九
年
蝦
夷
陣
松
前
志
雄
守
得
州
勢
、
体
鰹
・南
部
附
将
被
波
梅

候
。
彼
大
将
沙
武
者
院
去
月
廿
二
日
伏
誌
の
山
、
十
一
月
十
三
日
注

巡
有
之
候
。

候!r!!!一
所文*
十苦末
今年量次
皮阿在 三F-
11¥ Th伽 蹴
る'"陀 の
仕舟紡
候の船
。作 地
J!IJ V 管
長 に
的
よ司ミ
り次
蹟平
感蹴
d¥J¥  

五去
8 (， I~ 
陀於
務長
、附

磁被
摩仰
よ 1'J

り
江
戸
品
川
迄

へ
十
日
に
治
候
。
渡
海
の
靖
岸
能
候
は

vhEて
可
被

仰
付
旨
也
。
米
五
百
石
積
也
。
船
長
十
五
間
・幅
三
間
三
尺
笠
寸
・深

八
尺
笠
寸
・抑
六
挺
立
也
。
方
舟
は
仰巾川
乎
略
行
間
宮
越
沼
丞
・天
野

孫
左
衛
門

へ
御
預
け
也
。

-
、
土
圭
草

印
刷
土
業
革
と
巾
草
花
州
市
候
。
此
聞
大
阪
麓
腰
掛
東
の
町
と
巾
所

に
借
宅
仕
居
候
鉱
間
開
制
原
丹
次
と
巾
者
、
他
所
よ
り
土
圭
草
を
取
引
帥

り
生
花
陀
仕
候
時
、
謹
一
長
〈
候
と
て

口
に
て
喰
切
候
へ
ば
、
日
中
怒

五

O 

数
候
と
て

酒
を
給
可
申
と
申
内
、
新
鋭
指
上
り
削
践
に
死
去
仕
候

曲
。
折
節
念
病
指
川
申
陀
て
も
可
有
之
や
。
叫
机
上
に
て
土
釜
草
は
綜

草
故
、
悲

hmに
あ
た
り
死
申
椋
陀
申
町
候
。
右
之
通
承
候
に
付
申
卜

候

。

辛

亥

六

月

。

川

向

池

背

骨

七

郎

一
、
淑
郎
精
微
の
山
田
室
鳩
山
晶
来
猷

先
笹
山
需
省
の
内

此
問
鈴
木
貞
粛
と
申
儒
者
、
只
今
伊
勢
山
削
広
居
申
候
。
此
人
の
方

よ
り
潔
際
紛
微
易
之
敦
也
。
此
潔
静
精
微
と
巾
俄
難
心
得
陀
付
、
官
小

都
三
宅
外
次
な
ど

へ
及
疑
問
候
へ
ど
も
、
と
〈
と
崎
明
不
出
叩
候
問
、

再
崎
市
開
候
桜
に
と
申
越
候
。
か
ゃ
う
の
深
結
成
俄
継
紙
に
は
郷
市
鍛

候
。
友
陀
と
ぞ
手
短
〈
申
候
て
合
点
さ
せ
皮
有
候
て
、
老
夫
申
越
候

は
、
潔
隣
と
申
候
味
は
別
の
事
陀
て
無
之
、
世
絡
に
申
候
覚
悟
究
れ

ば
心
さ
っ
ぱ
り
と
す
る
と
申
気
味
に
て
候
。
共
さ

っ
ぱ
り
と
す
る
所

潔
慨
に

τ候
。
易
は
陰
陽
の
上
陀
て
吉
凶
納
長
定
数
あ
っ
て
、
入
力

に
て
不
参
候
仔
制
を
た
五
位
陀
見
せ
た
る
物
に
て
候
。
一
考
も
亨

を
よ
ど
し
巾
依
無
之
候
。
た
と
へ
ば
聖
人
民
て
巾
上
候
は

官
、
憂
聞

の
心
の
上
に
は
潔
附
の
味
見
え
不
巾
候
。
此
成
は
浪
人
い
ろ
/
¥
心

主
識
さ
れ
候
。
入
力
阪
に
縦
候
て
天
命
へ
被
波
、
と
h

に
至
て
党
情

き
は
ま
り
候
時
は
、
何
の
事
も
無
之
さ
っ
ぱ
り
と
い
ど
か
ね
も
の
に

成
候
。
其
所
繁
夫
の
所
陀
て
候
。
特
徴
は
た
と
へ
ば
絡
園
児
て
物
を

見
る
ど
と
く
、
口
上
陀
て
も
紙
耐
陀
て
も
、

一
毛
一
髭
其
外
抑
制
の

出
入
は
ど
う
も
難
知
候
所
、
総
聞
に
て
見
候
へ
ば
〈
ま

λ
¥迄
、
不

時
四
有
の
ま
与
に
見
え
申
候
。
易
は
陰
陽
の
鑓
化
を
卦
笠
に
い
た
し
候

て
、
針
賓
の
土
k
m世
化
往
来
ζ

と
ご
と
く
現
じ
申
候
。

中
士
一
官同副刊に

て
不
敏
鍛
所
主
、

一
覧
し
て
継
し
巾
候
。
nM
視
料
徴
成
郁
は
師
一
之
候
。

あ
ら
ま
し
か
ゃ
う
の
柑
舶
に
て
候
。
い
れ
術
よ
り
昨
日
瞥
赦
越
候
て
、多
年

の
疑
を
問
候
て
、
闘
の
党
た
る
械
に
罷
成
候
由、

と
と
の
外
悦
候
て

申
来
候
。
賞
阪
な
ど
も
い
ま
だ
と
〈
と
済
不
申
儀
も
可
有
之
と
由
。
進

候

。
六
月
寸
闘
日

一
、
前
闘
士
口
徳
w
y
得
の
和
歌

正
徳
二
年
十
月
九
日
、
}世
儲
君
御
夢
得
の
和
歌

一
首
。

は
し
脳
を
す
ゆ
る
務
の
も
ろ
弓
が
け
い
ま

一
寄
と
ょ
す
る
か
り
人

て

正

徳
二
年
十

一
月
の
天
拘
置

正
徳
二
年
壬
反
十
一
月
二
目
、
酋
中
刻
地
正
の
正
一
初
刻
、

天
拘
置
於
京

都
城
北
見
之
。
羽
海
岳
民
。
叫
ん
月
廿
一
日
御
遺
骸
場
上
寺
へ
器
移
候
所
、

輸
上
苛
境
内
御
印
刷
所
を
皆
、
御
相
酔
魁
有
之
此
刻
限
同
事
。
二
日
暮
六

つ
前
よ
り
六
キ
時
迄
、
西
南
の
方
天
色
拠
一
紅
也
。
共
赤
吉
相
静
岡
宮
ば
火

災
の
餓
炎
の
如
〈
、
丹
陀
朱
を
交
t
彩
色
す
る
如
し
。

問
自
国
刻
仰

可
観
小
説
容

H
七

‘ 

城
の
上
陀
常
り
黒
山
出
立
候
都
ロ

釈
の
末
東
北
へ

芸事

向
候。

北
風
陀

候
得
共
胤
陀
逆

て
立
候
。

同
刻
午
未
の
方
よ
り
丑
貨
の
方
へ
大
流
用
語
洛
候
布
。
午
米
の
方
は
増

上
寺
也
。
丑
寅
は
上
野
の
方
也
。
迫
て
承
候
へ
ば
上
野
の
後
、
榊
原

式
部
大
幅
削
下
邸
へ
思
議
候
由
也
。
同
時
犬
山間射
v
H候
。
二
日
の
月
に

は
月
も
常
よ
り
大
陀
見
え
候
。
庄
の
光
も
沌
敷
除
。

品
蹴
札
L
m
m
初
此
揚
よ
句
か
・
.
。

O 

Mι
か
-

h
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時
凶
弘
知
此
0
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